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【公表番号】特表2008-522342(P2008-522342A)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月28日(2008.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ローカルストレージのデータファイル管理方法であって、
　（ａ）コンテンツプロバイダから少なくとも一つのデータファイルをダウンロードして
ローカルストレージ内に保存し、前記保存されたファイルを用いてバインディングユニッ
ト（binding unit）を形成するステップと、
　（ｂ）前記バインディングユニット内の特定ファイルを削除するとの命令を受信すると
、前記バインディングユニット内のファイルを全て削除するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ローカルストレージ内にデータファイルを保存するとき、対応するディスク単位に
データファイルを保存することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ローカルストレージのデータファイル管理方法であって、
　（ａ）コンテンツプロバイダから少なくとも一つのデータファイルをダウンロードして
ローカルストレージ内に保存し、前記保存されたファイルを用いてバインディングユニッ
ト（binding unit）を形成するステップと、
　（ｂ）前記バインディングユニット内の特定ファイルを削除するとの命令を受信すると
、削除すべき特定ファイルを含むタイトルに関連した全てのファイルを削除するステップ
と
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項４】
　前記バインディングユニットは、前記タイトルに関する情報を含むことを特徴とする請
求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記タイトルに関連した全てのファイルを削除した後に、バインディングユニット内の
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データベースファイルを変更するステップをさらに含むことを特徴とする請求項３に記載
の方法。
【請求項６】
　前記データベースファイルは、インデックスファイルであることを特徴とする請求項５
に記載の方法。
【請求項７】
　前記データベースファイルは、オブジェクトファイルであることを特徴とする請求項５
に記載の方法。
【請求項８】
　前記ローカルストレージ内にデータファイルを保存するとき、対応するディスク別タイ
トル単位にデータファイルを保存することを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　前記タイトルに関する情報は、バインディングユニットマニフェストファイル（Bindin
g Unit Manifest file）に含まれてダウンロードされることを特徴とする請求項４に記載
の方法。
【請求項１０】
　ローカルストレージのデータファイル管理方法であって、
　（ａ）コンテンツプロバイダから少なくとも一つのデータファイルをダウンロードして
ローカルストレージ内に保存し、前記保存されたファイルを用いてバインディングユニッ
ト（binding unit）を形成するステップと、
　（ｂ）前記バインディングユニット内の特定ファイルを削除するとの命令を受信すると
、削除すべき特定ファイルのみを削除し、前記ファイル削除に関連するデータベースファ
イルを修正するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記ローカルストレージ内にデータファイルを保存するとき、対応するディスク別コン
テンツ単位にデータファイルを保存することを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記コンテンツ単位に構成されたローカルストレージファイル構造において、コンテン
ツごとにそれぞれのプレイリストファイルを含むことを特徴とする請求項１１に記載の方
法。
【請求項１３】
　前記データベースファイルは、インデックスファイルであることを特徴とする請求項１
０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記データベースファイルは、オブジェクトファイルであることを特徴とする請求項１
０に記載の方法。
【請求項１５】
　ローカルストレージのデータファイル管理装置であって、
　記録媒体からデータを読み取るピックアップと、
　前記記録媒体のデータに関連付けられた少なくとも一つのファイルをダウンロードして
保存するローカルストレージと、
　前記ローカルストレージ内に保存されたファイルを用いてバインディングユニットを形
成し、前記バインディングユニット内の一又は複数の特定ファイルを削除するとき、ディ
スク単位、タイトル単位またはコンテンツ単位の何れか一方式でファイル削除を行うこと
を制御する制御部と
　を備えたことを特徴とする装置。
【請求項１６】
　前記制御部は、ＢＤＪアプリケーションを有し、該ＢＤＪアプリケーションを用いて前
記ローカルストレージ内にファイルをダウンロードして保存することを特徴とする請求項
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１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記制御部は、レジデントアプリケーション（resident　application）を有し、該レ
ジデントアプリケーションを用いて前記バインディングユニット内の一又は複数の特定フ
ァイルを削除することを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　ローカルストレージのデータファイル管理方法であって、
　コンテンツプロバイダから少なくとも一つのデータファイルをダウンロードするステッ
プと、
　前記データファイルを前記ローカルストレージに記憶するステップと、
　前記データファイルを用いてバインディングユニットを形成するステップと、
　前記バインディングユニットに含まれる前記データファイルを削除するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１９】
　前記データファイルを削除するステップは、タイトルに関連付けられる全てのファイル
を削除するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記データファイルは、ストリームファイルであることを特徴とする請求項１８に記載
の方法。
【請求項２１】
　前記バインディングユニットは、前記タイトルに関連付けられる情報、すなわち、タイ
トル関連情報を含むことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記データファイルを削除した後に、前記バインディングユニットに含まれるデータベ
ースファイルを変更するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１８に記載の方法
。
【請求項２３】
　前記データベースファイルは、インデックスファイルであることを特徴とする請求項２
２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記データベースファイルは、オブジェクトファイルであることを特徴とする請求項２
２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記データベースファイルは、各ディスクのタイトル単位で前記ローカルストレージに
保存されることを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２６】
　前記タイトル関連情報は、バインディングユニットマニフェストファイルに含まれて、
ダウンロードされることを特徴とする請求項２１に記載の方法。
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